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　我が国で初めて学生が製作した衛星は、2003年に打ち上げられた東京大学と東京工業大学の1辺
10cmの立方体の衛星であり、 東京大学の2機目の衛星も2005年に打ち上げに成功した。 このた
び、2006年 2月22日には、4機目となる東京工業大学の超小型衛星 「Cute‐1.7 ＋ APD」 が、
Ｍ‐Ｖロケットで軌道投入された。 搭載されたAPD（Avalanche Photo Diode）は、放射線検出器と
して初めて軌道上実証を行うものである。今回の成功に続いて、2006年中に、日本大学、北海道工業大
学、九州大学などからも、学生が製作した衛星の打上げが予定されている。このような活動は、NPO法





























































Cute‐1.7 ＋ APDの外観（20cm× 10cm× 10cm）
写真提供：東京工業大学 松永研究室
